
午後３時０８分 再開

○田 村副 議長 休憩 前 に引き 続き 会議 を開き 、市 政一般 に対 する

質問を続行いたします。

次に、渡辺議員。

〔渡辺議員質問席へ〕

○渡 辺議 員 最 後か ら ２番目 にな りま した。 門脇 議員の 代表 質問

の関連質問を、大要２点したいと思います。

昨 日、 一昨日 と午 後 時間が なか った もので 、担 当部局 さん と深

い打 合せ ができ てな い ので、 落ち のな い質問 にな ったり する とこ

ろが ある んです けど 、 これは もう しよ うがな いと 思って ます んで、

やっていきたいと思います。

ま ず宿 泊税の 導入 に ついて を質 問し たいと 思う んです けど も、

今、 松江 市さん が昨 年 ですね 、令 和７ 年から 導入 をされ てま す。

これ 、質 問の中 にも あ るんで すけ ども 、私は 要は 、そう いう 収入

を安 定的 にもら って 、 まだま だ足 りて ない観 光の いろん なイ ベン

トと か看 板を作 る、 パ ンフレ ット を作 る、ま たは ＰＲ活 動で 関西

に行 くと か、東 京に 行 く、ま たは ＰＲ で関西 の電 車の中 に中 吊り

広告 、米 子に泊 まろ う という のを する ために も、 僕は導 入し たほ

うが いい んじゃ ない か な。だ から 、京 都や東 京み たいに オー バー

にな って るとい う形 で はない です 。そ れと、 皆さ んも旅 費法 が変

わっ たん でよく 御存 じ ですけ ど、 京都 、東京 、ホ テル高 いで すよ

ね。 だか ら一番 高い ラ ンク。 鳥取 県一 番安い です よ、ラ ンク 的に

はね 、ホ テルの 代金 。 １日が 一番 安い ほうで すか ら、そ こに 上乗

せし ても 、米子 市民 で 泊まる 方も 中に はある かも しれま せん けど、

あま り泊 まる要 素は な くて、 来て いた だく方 から そうい った もの



をい ただ きなが ら、 観 光アピ ール して いけば いい んじゃ ない かな

とい うこ とで、 宿泊 税 の導入 につ いて 質問し てい きたい と思 いま

す。

米 子市 に観光 目的 で 訪れる 方が コロ ナ禍以 降ど のよう にな って

いるのかを伺いたいと思います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 鳥取県 が公 表さ れてお られ ます観 光客 入込

動態 調査 により ます と 、米子 ・皆 生温 泉周辺 の観 光入込 客数 は、

令和 ２年 の５６ 万 6,０ ０ ０ 人 か ら 令 和 ６ 年 に は １ ０ ５ 万 人を 記録

する など 、増加 傾向 に あると 考え てご ざいま す。 令和元 年は １０

２万 4,０ ０ ０ 人 で ご ざ い ま し た か ら 、 コ ロ ナ 前の 水準に は回 復し

ておるものと考えてございます。

ま た、 米子市 国際 観 光案内 所の 利用 ニーズ につ きまし ても 、令

和２ 年度 の 7,６ ７ ６ 人 か ら 令 和 ６ 年 度 に は ３ 万 １ ０９人 を記 録す

るな ど、 こちら も増 加 傾向で ござ いま す。令 和元 年度は ２万 7,６

０ ９ 人 で あ り ま し た こ と か ら 、 こ ちら も入込 客数 と同様 に、 コロ

ナ前の水準に回復してございます。以上です。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 そ れと 、 米子市 の宿 泊施 設の利 用者 数を伺 いた いと

思い ます 。これ はビ ジ ネスの 人も 含め て、ど れぐ らいの 方が 泊ま

ってるかということ。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 令和７ 年度 の数 字でご ざい ますけ れど も、

皆生温泉の宿泊者数は、入湯税ベースでございますが、約４１万 5,

０ ０ ０ 人 、 皆 生 温 泉 以 外 の 市 内 宿 泊 者 数は推 計値 になり ます けれ



ども 、約 ６３万 5,０ ０ ０ 人 で ご ざ い ま す 。 そ の こ と か ら 市内 全体

とい たし まして は、 宿 泊者数 とし まし て、推 計で 約１０ ５万 人と

いうふうに把握してございます。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 大 体さ っ きの県 の発 表と も同じ よう な数字 にな って

くる とい うこと で、 僕 はもし かす ると 、宿泊 はも うちょ っと 多い

のか なと 思って ます 。 松江観 光、 出雲 観光、 また は境港 観光 して、

やっ ぱり 泊まる のは 米 子だね って いう 方は、 僕は 結構多 いと 思う

んで すよ 。１０ ５万 人 と計算 が難 しい んで、 １０ ０万人 来て おら

れる とし て、ほ かの ど うとか して ３０ ０円宿 泊税 がつく と、 約３

億円 が毎 年、目 的税 で はない んで すけ ど、観 光目 的に必 ず使 用で

きる 財源 になっ てい く んじゃ ない かな という ふう に考え ての 質問

をしております。

そ こで 、イン バウ ン ドにお ける 多言 語対応 やキ ャッシ ュレ ス決

済の 導入 、ＳＮ Ｓで の 情報発 信な ど、 重要と 考え ており ます が、

現在の米子市の対応について伺います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 本市の イン バウ ンド対 応と いたし まし ては、

観光 案内 看板や パン フ レット の多 言語 化の取 組を 行って ござ いま

す。 あわ せて、 飲食 店 のメニ ュー の多 言語化 、多 言語オ ーダ ーシ

ステ ムの 導入や 観光 ・ 飲食事 業者 の多 言語記 載看 板の設 置な どの

支援 を行 いまし て、 外 国人観 光客 の受 入環境 整備 を進め てご ざい

ます 。ま た、国 際定 期 便が就 航し てお ります 韓国 や台湾 を中 心と

して ファ ムツア ーの 実 施によ り、 招聘 したイ ンフ ルエン サー のＳ

ＮＳ やブ ログな どを 活 用しま して 、本 市の観 光情 報の発 信に も取



り組んでいるところでございます。

そ のほ か、広 域の 取 組とい たし まし て、大 山山 麓・日 野川 流域

観光 推進 協議会 や中 海 ・宍道 湖・ 大山 圏域観 光局 におき まし て、

訪日 外国 人に向 けた ウ ェブメ ディ アや ＳＮＳ など により ます 情報

発信 にも 実施し てい る ところ でご ざい ます。 引き 続き、 外国 人観

光客 に向 けた本 市の 魅 力を発 信す るこ とによ りま して、 認知 度向

上や 誘客 促進を 図り 、 飲食事 業者 など の受入 環境 の整備 を進 めま

して 、国 外から の観 光 客の皆 様の 滞在 時間の 延長 や宿泊 につ なげ

ていきたいというふうに考えてございます。以上です。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 そ うい っ たお金 にも 宿泊 税が財 源と して導 入で きる

と、 もっ と外国 人の 方 にも便 利に なっ ていた だく ことが でき ると。

イン バウ ンドに よる 外 国人宿 泊増 加率 、これ がこ の間発 表さ れま

した ね。 鳥取県 が６ ８ ％増で 全国 １位 になっ てま す。率 です から

ね、 人で はない んで 。 これは 、ソ ウル 便と台 湾便 による とこ ろが

大き いと いうの がマ ス コミの 分析 でし たけど も、 という こと は米

子空 港に 入って るっ て ことで すね 。鳥 取県が １位 になっ たん だけ

ど、 米子 市周辺 に入 ら れる、 鳥取 砂丘 に行か れる 方もあ るで しょ

うけ ど、 入られ る方 が ６８％ 全国 １位 です、 増え たのは 。外 国の

イン バウ ンドの 人の 率 が増え たの は。 そこら 辺も ますま すＰ Ｒし

てい く、 インフ ルエ ン サーど んど んＰ Ｒして いけ ば、も っと 毎週

飛ん でま すから ね、 ソ ウル便 は。 その ＰＲに もこ ういっ た財 源が

あっ たほ うがい いん じ ゃない かと いう つもり で質 問をし てお りま

す。 そこ で、米 子市 の 考える 新た な観 光振興 と環 境整備 の検 討状

況を伺います。



○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 本市で は、 民間 事業者 の皆 様との 意見 交換

を通 じま してニ ーズ の 把握に 努め 、飲 食店や 観光 事業者 に対 する

受入 環境 整備の 支援 を 行って ござ いま す。そ のほ かとい たし まし

て、 各種 パンフ レッ ト の作成 や観 光案 内看板 の設 置、皆 生温 泉の

海、 砂浜 、米子 城跡 か らの絶 景、 米子 グルメ など の観光 資源 につ

きま して 磨き上 げを 進 めてい ると ころ でござ いま す。ま た、 これ

らの 観光 資源に つき ま して様 々な 媒体 を活用 した 情報発 信を 行い

まして、認知度向上や観光誘客に取り組んでございます。

引 き続 き、観 光客 の 受入環 境整 備や 観光資 源の 磨きを 行い まし

て、 情報 を戦略 的に 発 信いた しま して 、民間 事業 者との 連携 や観

光地 とし ての魅 力向 上 を図り 、宿 泊や 飲食な どの 消費拡 大に つな

がる 施策 を実施 して い きたい とい うふ うに考 えて ござい ます 。以

上です。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 や っぱ り 今後の 取組 も、 パンフ レッ トとチ ラシ を作

った り、 飲食店 のそ う いった グル メ関 係のも する 、やっ ぱり お金

が必 要な んです よね 。 米子に 泊ま ろう という こう いうＰ Ｒを して

いた だき たいで す。 そ こには いろ んな こうい う食 べ物が あり ます、

こう いう のがあ りま す 。もし かす ると 、県と の打 合せも 必要 でし

ょう けど 、３車 線化 に なった ら、 片側 広いと ころ で屋台 村が 出て

ます とか 、分か りま せ んよ、 これ はま だこれ から 、今、 実証 実験

です んで 、そう いう こ とも含 めて ＰＲ してほ しい 。その 財源 にも、

やっ ぱり 特定的 に入 っ てくる お金 でや ったほ うが 安定的 にで きる

んじ ゃな いかと いう こ とです 。全 国に 導入す る自 治体が 増え てい



る中で、その背景について伺います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 インバ ウン ドの 回復や 国内 旅行の 活発 化に

より まし て、多 言語 案 内や交 通整 理、 また観 光マ ナーの 周知 など、

自治 体が 担う観 光対 応 が多様 化し 、そ の対応 が課 題化し てい る状

況だ と認 識して ござ い ます。 観光 客の 皆様が 増え まして も、 決し

て財 政規 模が拡 大す る わけで はな く、 例えば オー バーツ ーリ ズム

が生 じて いる地 域な ど におか れま して は、従 来の 財源だ けで は安

定的 な観 光施策 を支 え ていく こと がか なわな くな ったり 、そ うい

った こと から、 市民 や 宿泊事 業者 、観 光事業 者と の合意 形成 を丁

寧に 行っ た上で 導入 を されて いる もの と承知 して ござい ます 。以

上です。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 そ れで 、 宿泊税 の導 入に ついて とい うこと で伺 って

いき たい と思う んで す けども 、鳥 取県 西部に おけ る宿泊 施設 の米

子市の占める割合、これを伺いたいと思います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 鳥取県 西部 地区 におき まし て旅館 業法 また

は住 宅宿 泊事業 とし て 届けを 出さ れて いる施 設は ２８７ 施設 ござ

いま す。 そのう ち、 本 市は１ ０７ 施設 ござい ます 。割合 とい たし

まし ては 約４割 とい う ことで ござ いま すが、 こち ら、廃 止届 の届

出が なさ れてい ない 事 業者も ござ いま す。現 在本 市にお きま して

営業 中と 認識し てい る 施設の 数は 、１ ０７施 設の うち５ ５施 設で

ございます。以上です。

○田村副議長 渡辺議員。



○渡 辺議 員 ５ ５が 旅 館、ビ ジネ スホ テルだ と思 います 。鳥 取西

部で それ なりの ビジ ネ スホテ ルが ほか にある のは 、境港 市に １つ、

２つ ある だけで 、ほ と んど米 子市 です よね。 その 周辺の とこ ろと

はも う規 模が違 いま す ね、旅 館も ビジ ネスホ テル も。だ から 、大

方の 方は 米子市 内で 宿 泊をさ れる 、こ う見て もい いんじ ゃな いか

なというふうに思います。

現 在、 松江市 を舞 台 とした 連続 ドラ マ「ば けば け」が 放映 され

てい るん ですけ ども 、 その経 済波 及効 果は、 山陰 合同銀 行の 試算

で８ ０億 円とも 言わ れ ていま すが 、米 子への 影響 につい て伺 いま

す。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 山陰合 同銀 行が された 試算 は、松 江市 、出

雲市 、安 来市の ３市 の 入込客 の増 加人 数など を試 算され まし て、

消費 額を 推計さ れた も のと認 識し てご ざいま す。 本市の 波及 効果

につ きま して把 握は で きてい ない とこ ろでご ざい ますが 、道 路、

鉄道 、空 港など の利 便 性も高 く、 宿泊 施設な ども 多いこ とか ら、

松江 の近 隣に位 置し て おりま す本 市は 一定程 度の よい影 響を 受け

ているものとは考えてございます。

ま た 、 「 ば け ば け 」 放 映 を 契 機 と い た し ま し て 、 中 海 ・ 宍 道

湖・ 大山 圏域観 光局 に おかれ まし て、 圏域を 周遊 促進す る八 雲伝

説ス タン プラリ ーを 実 施され まし て、 本市の 観光 スポッ トも 立ち

寄り 先と なって おり ま すこと から 、観 光商品 に寄 与して いる もの

というふうに考えてございます。以上です。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 私 は必 ず 宿泊は 何割 程度 かは米 子に 来てる と思 いま



す。 だけ ど、合 銀さ ん は島根 県内 だけ で試算 をし たとい うこ とで

すか ら、 分かん ない と ころは ある んで すけど も、 こうい った とき

も、 島根 は大々 的に 打 ってま した よね 。どこ に行 っても 「ば けば

け」 のポ スター とか あ れが貼 って ある 。米子 は便 乗して 、米 子で

泊ま ろう と、松 江に 来 たら米 子が いい よと、 飲食 を、ぐ らい の勢

いで やっ てほし いん で すよ。 宿泊 の環 境もあ って ね、そ のた めに

も財 源、 お金が 必要 で すから 、こ うい う質問 をし ており ます 。米

子市 には 観光目 的と い うより 周辺 観光 地に訪 れ、 宿泊の 地と して

の利用が多いのではとは感じますが、市の見解を伺います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 山陰エ リア とし た広域 観光 におけ る本 市の

位置 づけ といた しま し ては、 例え ばで すけれ ども 、鳥取 県東 部の

鳥取 砂丘 と島根 県の 出 雲大社 など をつ なぐ宿 泊拠 点とし て利 用さ

れて いる ものと いう ふ うに考 えて ござ います 。そ ういっ たこ とか

ら、 中海 ・宍道 湖・ 大 山圏域 や大 山山 麓・日 野川 流域観 光推 進協

議会 など 、広域 観光 組 織と連 携し まし て、周 遊促 進につ なが る施

策を 展開 すると とも に 、本市 観光 資源 の磨き 上げ や受入 環境 整備、

そし て情 報発信 を戦 略 的に行 いま して 、本市 での 宿泊や 滞在 時間

の延 長に よる消 費拡 大 につな げて いき たいと いう ふうに 考え てご

ざいます。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 こ こま で 宿泊税 の議 論を させて いた だいて 、大 体の

感じ が分 かった んで す けど、 肝腎 なこ とを通 告し ており ませ んで、

市長 、答 えれれ ばい い ですけ ど、 この 宿泊税 の議 論をお 聞き にな

って 、研 究か検 討ぐ ら いに値 する かど うかを どう 思われ たか 、伺



ってもよろしいでしょうか。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 全 国各 地 で、近 隣で 言い ますと 松江 市など もこ の宿

泊税 の導 入をさ れて い らっし ゃい ます 。必ず 起こ る議論 とい うの

は、 財源 ありき じゃ な いよと 、や っぱ り何に 使う のかを 明確 にし

た上 でこ の宿泊 税を 導 入して ほし いと いう話 があ るわけ でご ざい

ます 。議 員が御 指摘 さ れまし たよ うに 、特に その キャン ペー ンだ

とか ＰＲ だとか 、そ う した部 分は まだ まだ本 市弱 いとい うふ うに

私も 思っ てござ いま す 。そこ でち ょっ と検討 して みたい と思 うこ

とは です ね、い きな り 導入と いう こと ではな く、 本市の いわ ゆる

観光 予算 の内訳 とい う ものを 、過 去の 推移か ら並 べてみ てで すね、

これ まで 例えば 皆生 温 泉なん かに つき まして はハ ード整 備を 比較

的ず っと やって きま し た。た だ大 体落 ち着く のか なとい う先 が見

えて きま したも んで す から、 今後 はや はりそ うい うソフ ト面 の予

算配 分に 変えて いか な ければ いけ ない なとい う時 期にだ んだ ん来

ております。

も う一 つは、 入湯 税 という のが 皆生 温泉に はあ るわけ でご ざい

まし て、 これと の兼 ね 合いを どう いう ふうに して いくの かと いう

こと もご ざいま す。 入 湯税に つき まし ては、 もう １００ ％皆 生温

泉の ため に使う こと に 今なっ てお りま すけれ ども 、宿泊 税に 改め

た場 合に 、もっ と広 く 駅前の ホテ ル群 ですと か飲 食店と か、 そう

した とこ ろにも 恩恵 が 来るよ うな 使い 方がで きる ように なる かど

うか 、そ の辺り につ い てはこ れも 恐ら く検討 の対 象にな ると いう

ふう に思 ってお りま す 。以上 のよ うな ことを 、一 回、少 し整 理し

てみ た上 で、向 かう べ きなの か、 それ とも検 討す るべき なの か、



それ とも 、当面 その 予 算の組 替え の中 で対応 でき るのか 、そ の辺

りの見極めをまずはしてみたいというふうに思います。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 よ ろし く お願い しま す。 やっと コロ ナ禍以 降、 それ

以上 に帰 ってき てま す んで。 この とき は、や っぱ り一番 打つ とき

ではないのかなというふうに思います。

そ れで は次に 、公 の 施設等 総合 管理 計画個 別施 設計画 につ いて

を伺 いた いと思 いま す 。令和 ３年 に策 定され てか ら以降 、変 更す

べき点はないのかについて伺います。

○田村副議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 公 共 施設等 総合 管理 計画で ござ います が、 この

計画 は平 成２７ 年に 策 定をい たし まし て、そ の後 、議員 おっ しゃ

るよ うに 、令和 ３年 度 に大き な改 定を 行って おり ます。 現行 の計

画が 令和 ７年度 末を も って計 画期 間を 終えま すこ とから 、社 会情

勢や 今後 の財政 見通 し 等を踏 まえ 、現 在次期 計画 の策定 に向 けた

準備 を進 めてい ると こ ろでご ざい ます 。新た な計 画につ きま して

は、 完成 し次第 、本 議 会のほ うに もお 示しす る予 定とし てお りま

す。以上です。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 部 長の 答 弁のと おり 、今 年度で １０ 年たつ と、 です

から 、次 の１０ 年の を 考えて いか なき ゃいけ ない んです けど 、進

捗状 況に ついて 、平 成 ２８年 から の１ ０年間 で５ ％を掲 げら れて

ます 。こ れは代 表で も 言いま した けど 、現在 １０ 年で 1.３ ％ に な

っているという答弁があります。その理由を伺います。

○田村副議長 藤岡総務部長。



○藤 岡総 務部長 目 標 達成の 状況 でご ざいま すが 、平成 ２７ 年度

末か ら令 和６年 度末 ま での延 べ床 面積 の削減 率は 1.３ ９ ％ で ご ざ

い ま す 。 こ れ は 平 成 ２ ８ 年度 以降 、施 設の在 り方 を検討 の上 、統

合廃 止を 進めま した 一 方で、 新た な行 政ニー ズに 対応し た新 設を

行っ たこ とから 、こ の ような 実績 とな ってお りま す。ま た、 現時

点で 廃止 には至 って お りませ んが 、例 えば庁 舎関 係にお きま して

は、 旧庁 舎新館 や第 ２ 庁舎、 学校 関係 の施設 にお きまし ては 、義

務教 育学 校の新 設に 伴 います 既存 の小 中学校 の廃 止の方 針な どが

決ま って いると ころ で ござい まし て、 これら の取 組を積 み重 ね、

削減に取り組んでいく考えでございます。以上です。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 あ んま り 数字で 、１ ０年 で区切 るよ うなあ れじ ゃな

いの かも しれま せん ね 、計画 のそ の目 標値っ てい うのは 。最 終的

には ここ へ持っ てい く という 話な んで 、今言 われ たよう に、 経過

の段 階で はぽっ と増 え ちゃう こと もあ るんで すよ ね。だ から 、１

０年 で区 切って いい の か悪い のか って いうの もあ るけど 、旧 庁舎

とか ああ いうの がな く なって いけ ば、 また減 って いくん だと は思

うんですけども。

そ こで 、これ は計 画 にのっ てな いけ ど、ち ょっ と聞い てみ たい

のが です ね、集 会施 設 である 地区 集会 所の施 設で すね、 市有 の。

それと市有となった経緯と現状について伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 最初 に施 設数 でござ いま すが、 市が 設置

した 地区 集会所 の数 、 計２３ 施設 でご ざいま す。 内訳と いた しま

して 、自 治会管 理し て る集会 所が １９ 施設、 また 地区の 社会 福祉



協議 会が 管理し てい る 福祉セ ンタ ーが ４施設 であ ります 。設 置さ

れた 経緯 でござ いま す が、美 保基 地周 辺の４ 地区 、大篠 津、 和田、

崎津 、富 益でご ざい ま す。こ の４ 地区 の皆様 方か ら、地 域コ ミュ

ニテ ィの 維持発 展を 図 るため に集 会所 の設置 要望 が行わ れた こと

が発 端、 契機で ござ い ます。 様々 な防 衛財源 ござ います ので 、交

付金 など ござい ます か ら、こ うい った 財源を 活用 しなが ら、 市が

順次建設を行ってきたところであります。

現 状に つきま して は 、いず れの 地区 集会所 につ きまし ても 、地

元の 自治 会なり 地区 社 協の皆 様方 が施 設管理 を行 ってい らっ しゃ

いま す。 いずれ もコ ミ ュニテ ィ拠 点と して活 用さ れてお りま す。

以上です。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 こ れま た 今後の 取組 にこ れから 入っ ていく んで 、そ

こで も伺 うんで すけ ど 、昭和 ５５ 年か ５６年 です ね、た しか それ

ぐら いだ と思う んだ け ど、こ れも 建っ て４０ 年、 建て方 もい ろい

ろで すよ ね。木 造も あ ったん じゃ ない かなと は思 うんで すけ ど、

私の 住む ところ は鉄 筋 になっ てま す。 今一番 問題 なのは 、普 通の

自治 会の 方は市 から ３ ００万 円だ った かな補 助金 頂いて 、あ とは

みん なで お金を 集め て 建てる んで すよ ね。だ から 当たり 前の よう

に毎 月で も管理 費が 要 れば払 って もら えるん でし ょうけ ど、 この

４地 区の 市有の 地区 集 会所は 防衛 の関 係で建 って ますか ら、 誰も

お金 払っ てない わけ で すよね 。そ うす ると出 てく る意見 とい うの

が、 非常 にもう 維持 管 理が大 変だ って 言われ る。 ほとん ど使 って

ない とこ ろもあ るん で す。こ れは 聞い てみて くだ さい。 ２３ 施設

に自 治会 ごとに 聞い て いただ きた いと 思うん です ね、こ れ維 持す



るか どう かって 。と い うのは 、大 篠津 全体で は公 民館が ある んで、

地区 集会 所って いう の は、１ つの 自治 会だけ で建 てても らっ たと

こが ２か 所です 、大 篠 津の場 合は です よ。２ つの 自治会 で合 わせ

て建 てて もらっ たと こ は１か 所、 それ と福祉 セン ター、 ４か 所あ

るん です けど。 それ で 、自治 会の 総会 とかに 行き ますと 、も う維

持で きな いと、 電気 代 、水道 代、 下水 道代を 払う のが難 しい って

いう 意見 が出る んで す 、自治 会長 とか から。 とい うこと は、 今後

の取 組に も行く んで す けど、 最初 は地 区集会 所を 直すと かど うこ

うす る場 合に、 本当 に 必要か って いう のを、 私は 確かめ てい ただ

きたい。これは要望しておきます。

そ れで 今後の 取組 に 移って いく んで すけど も、 増減率 が増 加し

た施設分類とその原因について伺います。

○田村副議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 幾 つ か分類 分け てお ります が、 令和５ 年度 に供

用を 開始 しまし た糀 町 庁舎の 新設 、そ して、 令和 ４年度 にぷ らっ

とホ ーム を設置 した こ とによ りま して 、行政 系施 設と学 校教 育系

施設 につ きまし ては 、 延べ床 面積 の増 加率が プラ スにな って おり

ます 。な お、現 在進 行 中であ りま す米 子アリ ーナ や義務 教育 学校

の新 設に つきま して は 、完成 後に 実績 に反映 され ますの で、 この

ため 、学 校教育 系施 設 とスポ ーツ レク リエー ショ ン施設 の増 加率

がプラスになるものと見込んでおります。以上です。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 や っぱ り 、その 率と いう のはあ れで すね。 その とこ

ろに よっ ては増 える こ ともあ るん です よね、 どっ ちにし ても 。既

存の もの を壊さ ない と 増える こと があ るんで す。 それで 、今 後１



０年 の取 組をさ れる の に聞い てお きた いのは 、敷 地に借 地が 存在

する 淀江 文化セ ンタ ー 、福米 体育 館、 東山陸 上競 技場、 ふれ あい

の里 、駅 前地下 駐車 場 のこれ まで の経 緯、分 かれ ば今後 のこ とに

ついても伺いたいと思います。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 文化観 光局 所管 の施設 につ きまし て御 答弁

させ てい ただき ます 。 淀江文 化セ ンタ ーの敷 地の 大部分 につ きま

して は、 宗教法 人で あ る神社 所有 の土 地でご ざい ます。 神社 本庁

から 神社 所有の 財産 を 減らさ ない 方針 が示さ れて いると いう こと

が理 由と されて 、こ れ まで土 地の 売却 につき まし ては合 意に は至

って いな いとい うと こ ろでご ざい ます 。借地 料に つきま して は交

渉を 続け ており まし て 、今年 度か ら毎 年段階 的に 減額し てい ただ

くこ とを 合意し てご ざ います 。た だ、 今後も 買取 りにつ きま して

は継続を交渉していくということでございます。

次 に、 福米体 育館 の 敷地に つき まし て、こ ちら は昭和 ６２ 年に

地権 者の 方と６ ０年 間 の賃貸 借契 約を 締結し てご ざいま す。 施設

は同 年度 に建築 して お りまし て、 今後 の方針 とい たしま して は、

他の 地区 体育館 と同 様 に、築 ４５ 年を めどに 老朽 化の度 合い を見

ながら廃止、解体することとしてございます。

東 山陸 上競技 場敷 地 につき まし ては 、一部 の用 地が国 有地 でご

ざい ます 。昭和 ５６ 年 に国と 無償 借受 契約を 締結 し、そ の後 、定

期更 新を 行いま して 現 在に至 って ござ います 。施 設は昭 和５ ８年

度に 建築 してお りま し て、今 後の 方針 としま して は、市 内唯 一の

陸上 競技 場であ り、 第 ２種公 認陸 上競 技場と して 鳥取県 西部 地区

の陸 上競 技の拠 点と な ってお りま すこ とから 、将 来的に も存 続さ



せていくこととしてございます。以上です。

○田村副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 福祉保 健部 所管 のふれ あい の里に つい てお

答え をい たしま す。 ま ずこれ まで の経 緯につ いて でござ いま すが、

元鳥 取県 立米子 西高 等 学校の 敷地 に、 本市が 短期 大学を 誘致 する

構想 がご ざいま して 、 その敷 地の 一部 が私有 地で あった ため 、昭

和６ ３年 ４月に 本市 と 地権者 で賃 貸借 契約を 締結 したも ので ござ

いま す。 その後 、福 祉 保健総 合セ ンタ ーの建 設予 定地と なり まし

て、 各地 権者の 同意 を 得た上 で整 備を 行いま して 、平成 ８年 度か

ら開設しているところでございます。

今 後の 方向性 につ き まして は、 土地 を取得 し、 借地を 解消 した

いと 考え ており まし て 、地権 者と 誠意 を持っ て交 渉を継 続し てい

るところでございます。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 都市整 備部 所管 地下駐 車場 のこと につ いて

は 私 の ほ う か ら お 答 え さ せ て い た だ き ま す 。 米 子 駅 前 地 下 駐 車

場・ 駐輪 場の建 設・ 整 備に当 たり まし て、相 手方 、ＪＲ 西日 本で

ござ いま すが、 その 敷 地の一 部を 占有 する必 要が あった ため 、借

地と して 契約し 使用 し ている もの と認 識をし てお ります 。こ の土

地に つき まして は、 米 子駅前 地下 駐車 場・駐 輪場 を運営 して いく

ため に必 要な土 地で ご ざいま して 、今 後も借 地と して使 用を して

いく予定でございます。以上です。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 あ れで す ね。淀 江文 化セ ンター はね 、神様 の言 われ

るこ とで すから 、無 理 やりに 買わ せて くれっ てい うのは 難し いの



はよ く理 解でき ます ね 。福米 体育 館、 これは もう 先が大 体分 かっ

てき てま すんで いい と 思いま す。 東山 の競技 場、 国有地 です ね。

賃借 料が ただ、 ただ だ からい いっ ても んでな いん で、買 うぐ らい

の勢 い、 一筆に して お こうと 、こ れか らのこ とも 考えら れた らい

いん じゃ ないか と思 い ます。 ふれ あい の里も 割と あれな んで 、ど

うに か努 力して して い ただき たい と思 います し、 ＪＲの 地下 駐で

すね 、こ れは払 って い くとい うこ との 答弁で すけ ど、な るべ く、

よか った のは福 米体 育 館が廃 止に なる と、こ れは よかっ たと 思い

ます 。借 地でず っと 台 帳に載 って いく ってい うの がね、 行政 財産

とし てど うなの かな と 思った とこ ろで の質問 です んで、 それ はよ

かったというふうに思います。

弓 ヶ浜 の広場 があ り ますよ ね、 サッ カー場 、あ れは１ ００ ％借

地で すよ ね、借 地。 で もあれ は、 防衛 ってい うか 財務の 土地 なん

で、 買う ことも 焼く こ とも煮 るこ とも できな い土 地です から いい

と思 いま す。も う半 分 、境港 側に 同じ ぐらい の土 地が余 って ます

から 。今 日も体 育施 設 の話が 出た んで すけど 、造 るのは ただ で造

って もら えます が、 局 長、防 衛に 頼ん だら。 その 代わり 、管 理費

がか かる んで、 境港 市 はその 土地 を使 ってな い。 だけど 防衛 省は

草刈 り代 が高く てか な わんけ ん、 何か を造ら せて くれっ て言 って

ます 、大 体。僕 はそ れ に関わ った んで すよ。 半分 でやめ てる んで

すよ 。そ こら辺 も頭 の 隅に置 いと いて いただ きた いなと 思い ます。

そ れで 、最後 の質 問 ですけ ど、 地区 の集会 所で すね。 福祉 セン

ター の利 用者は 地区 の 高齢者 が非 常に 多いと いう ことで 、洋 式ト

イレ でな いため 使用 し にくい とい う声 を仄聞 して おりま すけ れど

も、現状について伺います。



○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 現状 でご ざい ますが 、全 ２３施 設中 トイ

レが 洋式 化され てな い 施設が ４施 設で ありま す。 トイレ が洋 式化

され てい る１９ 施設 の 現状で あり ます が、こ れは 経過で ござ いま

すが 、施 設の建 設時 か ら洋式 化さ れて いる箇 所も ござい ます 。一

方で 、施 設建設 後に 地 元が主 体に なっ て各種 財源 を活用 しな がら

洋式 化を 図った 箇所 も ござい ます 。コ ミュニ ティ 施設の 改修 など

を対 象と した助 成制 度 、幾つ かご ざい ますの で、 トイレ の洋 式化

も含 めま して、 個別 に 地域か らの 御相 談に応 じて いきた いと いう

ふうに考えてございます。以上です。

○田村副議長 渡辺議員。

○渡 辺議 員 そ れは よ ろしく お願 いし たいと 思い ます。 ４か 所は

全部 大篠 津だと 聞い て おりま すん で、 洋式化 して ないの は。 ただ

し、 私が 言いた いの は 、そう いっ た工 事に入 る前 に、本 当に これ

残し ます ってい うの も 、一声 かけ てい ただき たい なと思 いま す。

そう する と、も う集 会 所いい です って いう自 治会 も出て くる かも

しれ ませ ん。公 民館 使 われ、 私、 今、 自治会 の総 会、ほ ぼ全 部行

くん です けど、 集会 所 を持っ てい る自 治会の 数が 増え過 ぎて 集会

所で でき ないと か。 公 民館で やる 、バ リアフ リー で、公 民館 だと

洋式 どこ ろかウ ォシ ュ レット のト イレ もあり ます からね 。だ から

そこ を使 うとい うこ と で、結 構ニ ーズ は高い です 、公民 館も 。大

体、 大篠 津コン パク ト なんで 歩い て行 けます から ね、ど こも 。そ

うい うと ころも 含め て 工事、 改良 する 場合に は、 きちっ と、 その

自治 会ご とに、 本当 に このま ま使 うか どうか って いうの を確 認を

してからしていただきたい、これを要望して終わります。


